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■お知らせ

愛知県印刷会館建替え工事に
ともない事務所を移転します。

愛印工組

事務所移転

　愛知県印刷工業組合では、この度、印刷会館建替えのため、下記、
仮事務所に移転することになりましたので、お知らせいたします。

■移転期間：平成23年5月23日～平成24年1月（予定）
■仮移転先：〒名古屋市東区東桜2-9-22（愛知県製本会館５階）
■ＴＥＬ：052（508）5201
■ＦＡＸ：052（979）5366

　仮移転中は、大変ご不便をおかけ致しますが、ご了承賜りますよう
お願い申し上げます。
（なお、5月20日までは、現事務所で業務を行っておりますので、お間違いのないようお願い致します）

■印刷機材団体協議会
「IGAS2011　REPORT」発行
動画撮影・配信サービス実施
　国際グラフィックアーツショウ

「IGAS2011」が、９月16日㈮～21

日㈬まで、東京有明の東京ビッグサ

イトで開催される。主催する印刷機

材団体協議会では、開催までの情報

発信の一つとして、この程、小冊子

「IGAS2011 REPORT」を発行した。

　REPORTは、小森善治会長の開催

に向けての挨拶と統一テーマ「Print 

Your Fytyre！（印刷は環境と共に進

化する）」の説明が、日本語と英語

の併記で掲載されている。

　Newsとしては、製品・サービス

の説明をよりリアルに伝えるための

「動画撮影・配信サービス」の実施、

「デジタルパブリッシング・デジタ

ルサイネージ」に関する最新のサー

■新刊本紹介
「印刷現場における個人情報保護Q&A」
　㈳日本印刷産業連合会が制定した
「印刷産業における個人情報保護ガ
イドライン」の解説書として、「印
刷産業のための個人情報保護の手引
き」がある。また、印刷事業者が
適正な管理を全うできるようホーム
ページにおいて、具体的な課題の解
決施策を解説した「印刷現場におけ
る個人情報保護Ｑ&A」を公開し、好
評を得ている。この程、同連合会の
個人情報保護研究会から、「プライ
バシーマーク指定審査機関」事業を

通じて蓄積してきた豊富な経験を反
映させた、「印刷現場における個人
情報保護Q&A」第３版が発行された。
　本書は、全117問に及ぶQ&A形式
による解説および「ガイドライン」
「手引き」と一体となった編集のほ
か、経済産業省調査による各産業
界での「効率的効果的な取り組み事
例」の紹介などより分かり易く、利
用しやすい解説書となっている。
　体裁：A4判／本文102ページ、会員
価格：1,000円
　▼問合せ先は、日印産連総務部
TEL 03(3553)6051まで。

ビス・製品・技術を一同に紹介する

特別展示エリアの企画などが紹介さ

れている。また、巻末には出展者一

覧を掲載（１月31日現在）している。

さらに、ガイド欄には、紙の博物館

と東京スカイツリーが紹介され、東

京の観光ガイドの役目も担っている。

　このレポートは、これから５月、

７月、８月に発行を予定している。

　製品・サービスの説明をよりリア

ルに伝える「動画撮影・配信サービ

ス」は、①事前撮影コース、②プレ

ミアムコース、③エコノミーコース

の３つが用意されている。④展示会

会期前に撮影・編集、②および③は、

会期初日に出展ブースで撮影。

　▼詳細については、IGAS事務局

（TEL03-3434-2656）まで。

■今年の桜は綺麗だった、と率直に
喜べません。東北地方の大震災があ
まりにも甚大だからです。名古屋に
いて何も手助けができませんので、
わずかですが義援金という形で、復

興の支援をさせていただきました。
■印刷会館の建設にあわせ、組合事
務所も移転します。５月22日に引
越しをいたします。引越し先の住所、
電話は３ページに記載しております。
ご不便をおかけいたしますがしばら
くご容赦ください。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　東日本大震災により尊い生命を失われた方々
に謹んでご冥福お祈り申し上げますとともに、
被災された方に心からお見舞い申し上げます。
　二年ほど前に経営革新・環境委員会BCP（事
業継続計画)）のセミナーを寺子屋で開催しま
したが、参加企業は少なく反応もあまり無かっ
たと記憶しております。私自身、絵空事であり
他人事であったと思っています。
　本来、経営者はあらゆる経営環境を想定して
準備をしておくべきであると思います。ところ
が今回の大震災を経験して、それが、まったく
準備できていないことに気が付きました。以前
から東南海大地震が中部地方を襲うと予測され
ていたにもかかわらず、イメージが出来ていな
かったのです。
　早速、私共も会議の中で、震災による環境
予測とB.C.P.の再構築・再トライ、緊急対策手
順・連絡網の整備、他社との生産連携を一から
見直し構築をしていく予定です。内容は社屋の
耐震診断と補強、揺れによるロッカー・パソコ
ン等の固定、社内と工場に緊急地震速報機の設
置、社員と同居する家族全員の連絡先、昼夜の
各避難場所、それを元に社員とその家族に緊急
災害連絡カードの作製。データの遠隔地による

保管。発電機・テント・シュラフ・食料・飲料
水の備蓄、医療品、サバイバルブック等を二箇
所以上で保管する。
　マニュアルは、社員・家族の安否と出社可
能状況を確認するチーム、金融資金・回収面の
対策チーム、会社設備・機械を復旧するチーム、
お客様の被害状況を把握し状況説明と仕掛中と
直近の業務を遂行するチームの四つにグループ
分けして、各部門共に徒歩で通勤が可能な社員
を振分けておく。大事なのは、チームの中で最
初に会社へ到着した社員の中でリーダーを決め
て即座に作業を開始することができるシステム
を構築したいと思います。
　組合でも早速、４月27日に震災の緊急メッ
セージが開かれました。「大震災後の印刷経営
危機対策」中部地方でも85％の企業が震災の影
響を受けていると言われていますが、元々厳し
い環境の我々だが、用紙・インキ・消費マイン
ドの落ち込み・自粛等、更に厳しい現実が我々
を襲い厳しいサバイバルが、今後２～３年は続
くでしょう。
　物事は、準備をしすぎると肩透かしを食らう
ように、何事も起こらないことがあります。
　是非、それを祈りたい。

「想定外から想定内へ」

副理事長　細井　俊男

事務局だより

新刊本



　愛印工組が主催します「新入
社員研修会」が、４月４日ウイ
ンクあいち（愛知県産業労働セ
ンター）で開催されました。ス
タートしました新入社員研修
会は、今回の「新入社員基礎研
修（規則・礼節）」を皮切りに、
９月までの半年で32日間、延
べ200時間を超えるカリキュラ
ムが用意されています。研修会
は、新入社員だけでなく、一般
社員も参加できる内容となって
いますので、今後、多くの方の
参加が待たれます。
　第１回目の新入社員研修会は、
「『社会人とは』社会人の一歩、
心がまえ、集団行動訓練等」の
テーマで行われました。36名
の参加者がありました。

　新入社員の研修は、これまで教育セミナーとして
開催されていましたが、１日のみの開催で充実した
内容にするには難しく、どちらかといえば、組合員
企業が独自に行ってきたのが実態でした。しかし、
中小零細企業が多くを占める印刷業界では、時間的、
金額的にも限度があり、幅広い新入社員研修を行う
ことは難しい環境にありました。
　組合員企業が個々に新入社員研修を行うことが困
難な現状を考慮し、また、「入社して１～２年の社
員にどういう教育をするかによって、その人の40代、
50代、60代の豊かさが決まってくる」（髙井理事
長）との観点から、ジョブ・カード制度（新入社員
採用・教育にあたっての助成制度）を利用し、愛印
工組が主体となって新入社員研修を企画、実施する
ことになったものです。
　４月４日午前９時30分から開始された新入社員
研修会は、司会進行を担当の岡田邦義副理事長が務
め、冒頭全員で、東日本大震災における被災者に対
し、哀悼の意を表して黙祷を捧げました。その後、
岡田副理事長が「ただ今より、愛知県印刷工業組合
主催の新入社員研修会を開催します」と宣言。そし
て、「皆さんは殆どの方が新卒者だと聞いています。

学生から社会人になったということで、今まで経験
したことのない辛いことがたくさん出てくると思い
ます。ここでしっかりと勉強していただき、それを
会社に持ち帰り、役立てていただくと同時に、困難
な局面に遭遇してもそれを乗り越えていただきたい
と思います」と激励しました。
　次いで、髙井理事長が挨拶に立ち、「我々の業界
に仲間入りをしていただき、私たちは皆さんを大歓
迎します」と歓迎の言葉を述べるとともに、社会人
としての心がまえ、印刷業の役割と可能性、仕事を
する意味、新しい感性・発想・想像力の必要性、生
き方の重要性などを述べ、「社会に果たす印刷業の
役割は重大です。今、経済、社会が混沌とし、いろ
いろな業界が悩んでいます。しかし、印刷業界はま
だまだ大きな可能性と希望があります。皆さんが一
生懸命探し、巡り合った仕事がこの印刷業です。最
後までやり通していただきたいと思います」と期待
を表明しました。
　この後、中部企業教育研究会の松石裕就代表が講
師となり、新入社員研修がスタートしました。
　なお、新入社員研修会に関しての問い合わせは、愛
印工組事務局（電話052-962-5771）までお願いします。

　㈳日本印刷産業連合会では、かねてより要望の強かっ
た印刷産業界の環境自主基準「日印産連『オフセット印
刷サービス』グリーン基準」に基づいた印刷認定制度
「グリーンプリンティング認定制度」を創設。平成18年
９月から認定を開始し、平成20年３月からはシール印刷、
グラビア印刷、スクリーン印刷の各グリーン基準に基づ
いた認定を開始している。（本年３月現在、計256工場
がGP認定工場に登録）。
　現在、GP工場認定／第20回認定受付が行われているの
で、改めて、認定制度の概要、特徴・メリット、認定取
得料金などについて報告してみる。
　◆GP認定制度の概要
　グリーンプリンティング認定制度は、日印産連グリー
ン基準（工程および事業者の取り組み）を達成した工場
に対し、客観的評価による認定を行うもので、認定され
た工場は環境優良工場としてクライアントなど社会に対
し、幅広くPRすることができる制度である。
　◆GP認定制度の特徴とメリット
　①公表されている認定評価チェックシートを用い、事
前に自己評価ができる。
　②該当工程の基準の70％達成（一部必須項目あり）で
認定を受けることができる。（３年間有効）

　③GP認定審査員による指導、助言などを受けながら認
定を受けることができる。追加費用、事前のコンサルタ
ントなどは一切必要ない。
　④学識経験者、マスコミ、クライアント業界などから
なる認定委員会が判定を行い、信頼性ある制度として社
会的に高く評価されている。
　⑤認定工場は、その証である「グリーンプリンティン
グマーク（GPマーク）」を名刺、ホームページなどに表
示することができ、環境経営に積極的な企業として評価
される。
　⑥オフセット印刷部門の認定工場は、工程や資材の環
境配慮基準に応じて、GPマークにワンスター、ツース
ター、スリースターを表示した印刷物をお客さんに提案
することができる。GPマークは図参照
　⑦GP認定取得後、ISO14001認証に挑戦する工場は、
GP認定の環境活動をISO14001に活用することができる。
　◆GP認定工場料金一覧（組合員価格）　別表参照  
　◆日印産連グリーンプリンティング認定窓口／TEL03-
3553-6051　URLwww.jfpi.or.jp/
　※GP制度概要無料説明会を毎月２日（土日祝は翌営業
日）に東京で開催。参加希望者は、日印産連GP認定事務
局までお問い合わせを。

－ 4 － － 5 －

■愛印工組

36名の新入生が基礎研修を受講

32日間200時間のカリキュラム
新入社員だけでなく一般社員の参加も歓迎

「新入社員研修会」がスタート

●環境に配慮した印刷総合認定制度●

GP（グリーンプリンティング）工場認定／第20回認定受付中

講習を受ける36名の新入生

挨拶する髙井理事長

GPマーク GP認定工場料金一覧

※1）従業員規模の人数には、従業員のほか役員も含まれる。
※2）３年ごとに再審査が行われ、上記「認定申請書」及び「認定登録料」は免除となる。
　　更新審査費用は上記「審査料」のみとなる。
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９月から認定を開始し、平成20年３月からはシール印刷、
グラビア印刷、スクリーン印刷の各グリーン基準に基づ
いた認定を開始している。（本年３月現在、計256工場
がGP認定工場に登録）。
　現在、GP工場認定／第20回認定受付が行われているの
で、改めて、認定制度の概要、特徴・メリット、認定取
得料金などについて報告してみる。
　◆GP認定制度の概要
　グリーンプリンティング認定制度は、日印産連グリー
ン基準（工程および事業者の取り組み）を達成した工場
に対し、客観的評価による認定を行うもので、認定され
た工場は環境優良工場としてクライアントなど社会に対
し、幅広くPRすることができる制度である。
　◆GP認定制度の特徴とメリット
　①公表されている認定評価チェックシートを用い、事
前に自己評価ができる。
　②該当工程の基準の70％達成（一部必須項目あり）で
認定を受けることができる。（３年間有効）

　③GP認定審査員による指導、助言などを受けながら認
定を受けることができる。追加費用、事前のコンサルタ
ントなどは一切必要ない。
　④学識経験者、マスコミ、クライアント業界などから
なる認定委員会が判定を行い、信頼性ある制度として社
会的に高く評価されている。
　⑤認定工場は、その証である「グリーンプリンティン
グマーク（GPマーク）」を名刺、ホームページなどに表
示することができ、環境経営に積極的な企業として評価
される。
　⑥オフセット印刷部門の認定工場は、工程や資材の環
境配慮基準に応じて、GPマークにワンスター、ツース
ター、スリースターを表示した印刷物をお客さんに提案
することができる。GPマークは図参照
　⑦GP認定取得後、ISO14001認証に挑戦する工場は、
GP認定の環境活動をISO14001に活用することができる。
　◆GP認定工場料金一覧（組合員価格）　別表参照  
　◆日印産連グリーンプリンティング認定窓口／TEL03-
3553-6051　URLwww.jfpi.or.jp/
　※GP制度概要無料説明会を毎月２日（土日祝は翌営業
日）に東京で開催。参加希望者は、日印産連GP認定事務
局までお問い合わせを。
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■愛印工組

36名の新入生が基礎研修を受講

32日間200時間のカリキュラム
新入社員だけでなく一般社員の参加も歓迎

「新入社員研修会」がスタート

●環境に配慮した印刷総合認定制度●

GP（グリーンプリンティング）工場認定／第20回認定受付中

講習を受ける36名の新入生

挨拶する髙井理事長

GPマーク GP認定工場料金一覧

※1）従業員規模の人数には、従業員のほか役員も含まれる。
※2）３年ごとに再審査が行われ、上記「認定申請書」及び「認定登録料」は免除となる。
　　更新審査費用は上記「審査料」のみとなる。



　愛知県印刷工業組合（髙井昭弘理事長）では、平成23
年度４月期理事会を４月18日午後３時30分より愛知県印
刷会館において開催しました。
　理事会では、平成23年度通常総代会（５月20日開催）
への提出資料（平成23年度事業計画及び収支予算案）の
審議を行うとともに、｢新入社員研修｣、｢第２回ポスター
グランプリ｣、｢緊急メッセージ：大震災後の印刷経営危
機対策｣、｢従業員・家族合同レクリエーション大会｣など
の開催、そして、｢印刷会館建設｣などについて審議、報
告が行なわれました。

　４月理事会の司会は、加藤修専務理事が努め、冒
頭、髙井理事長が次のように挨拶しました。
　「大変な震災が起きました。皆さんいかがでしょ
うか、大なり小なり影響を受けられているのではな
いかと思っております。実は先日、宮城県印刷工業
組合の今野理事長からメールをいただきました。そ
こには大変な状況が綴られていました。その一端
を紹介してみますと、『震災で本社はめちゃくちゃ
で、崩れた事務所の中で、うずもれて仕事をしてい
る、という状況です。これを片付けるのにも数日か
かるだろう。工場は、機械が20センチから30センチ
ずれ、オフ輪の巻取りなどが壁をぶち破り飛び出し
てしまった。散々です』とのことです。そうした状
態の中で、『約20日かかって電気が元通りなり、機
械も修復され、さあ今から仕事というときに、再度、
深度６強の地震が起きた。また機械がずれ、これを
修復するのに１週間ほどかかるだろう。大変だ、参
りました』というお話でした。今野理事長の娘さん
のレポートも紹介しますと、『まるで戦争の空襲の
後のような気がします』と、悲痛な叫びがあります。
名古屋にいて何もできませんが、早く立ち直られる
ことを祈るばかりです。
　現在、全印工連を中心にして、いろんな対策を
取っております。義援金の問題もその一つです。全
印工連がこの義援金をまとめて、被害県工組へお送

りするという方法を取っております。ただ、この義
援金をどのように分けるか、被害状況が完全に把握
されていないものですから、とりあえず賦課金の割
合に合わせて、募金が集まるであろう金額の20％を
まず渡そうということで決めております。
　それに今一つ、福島の原発の問題があります。電
力事情がどうなるかということが大きな問題になっ
てきました。経済産業省から日印産連に電力の総量
規制をしてくれという申し入れがきております。し
かし、各組合の理事長さんの話では、それはとてもで
きない、とのことをいっていますが、全印工連として
は何らかの形で自主規制を打ち出していかなければ
ならない、ということで会議を続けている状況です。
　震災から１ヶ月がたち、これからどうなるのだと
いうことです。電力が十分に供給されないとなりま
すと、その中で、楽しい生活、豊かな生活をどうす
るか、あるいは、生産性のアップ、競争力の強い日
本の製造業を維持していくにはどうするか、いろい
ろと頭を使います。しかし、頭を使うことで、さら
に高い技術力を養っていく可能性があります。大変
厳しいですが、『頑張れ日本』の言葉のごとく、何
らかの工夫をしなければなりません。我々の会社の
経営についても、同じことが言えると思います。売
上対経常利益率５％を維持し利益を上げていくため
にも、考え方を切り替え、工夫をしていくことが、
今後ますます重要になるのではないでしょうか」。
　この後、髙井理事長を議長に審議に入りました。
　
　■議事

　第１号議案：組合員の加入・脱退の件
　平成23年３月31日付で、加入０社、脱退11社。組
合員数は、加入累計５社、脱退累計26社、組合員総
数278社。平成23年度期首組合員数。
　第２号議案：平成23年度通常総代会提出資料の件

　平成23年度通常総代会提出資料が報告されました。
その項目は以下のごとくです。
　⑴ 総代会資料目次
　⑵ 平成22年度事業報告
　⑶ 平成22年度決算関係書類
　⑷ 平成23年度事業計画案
　⑸ 平成23年度収支予算案
　⑹ 経費の賦課金及び徴収方法決定の件
　⑺ 平成23年度常勤役員報酬額承認の件
　報告終了後、髙井理事長が発言し、「今年度の方
針として、スローガンは、『組合員のため、印刷業
界のために我々はお役に立つ』ということを考えて
おります。そして方針としては、健康な印刷産業に
するために、売上対経常利益率５％を目指す、ため
に、経営力の向上、人材育成、企業存続に対する相
談支援、マーケティング教育支援、組合財政の基盤
強化、こうしたことに今年度力を入れていきたいと
思っております」と述べました。
　第３号議案：今後の行事予定
　⑴ 平成23年度通常総代会
　日時：平成23年５月20日㈮、午後２時から三役会、
理事会、総代会、懇親会を開催。場所：名古屋観光ホテル。
　⑵ 新入社員研修
　岡田副理事長が説明に立ち、「新入社員研修は４
月４日より既に開催しています。現在までに新入社
員基礎研修、印刷基礎講座、コミュニケーションス
キルアップセミナーが済みました。担当講師から
『大変スムーズに行え、効果があった』と礼状が届
いております。９月までの長丁場で、まだ余裕のあ
る講座がいくつかあります。新入社員という枠にと
らわれず、ぜひ参加いただきたい。会社あるいは支
部で募集をかけていただければと思います」と、協
力を呼びかけました。また、髙井理事長も、「いい

講座を、格安で新入社員に受けてもらっております
が、新入社員だけではもったいないということで、
新入社員以外の方の参加も歓迎しております。せっ
かくですので、再度勧誘をしていただければと思い
ます」と述べました。
　⑵ 第２回ポスターグランプリ
　細井副理事長が説明にあたり、「第２回のポス
ターグランプリを開催します。今回は、愛知県、岐
阜県、三重県３県の合同で行います。募集案内は各
学校に配送済みです。作品展は、昨年の場所と変わ
り、愛知県美術館ギャラリーで行います。大勢の方
の参加を期待しておりますので、該当者がありまし
たらぜひお勧めください」と、呼びかけました。
　⑶ 大震災後の印刷経営危機対策　～愛印工組・緊
急メッセージ～
　日時：4月27日㈬　19時～20時40分。
　会場：ウインクあいち。
（編集部より／表題の～愛印工組・緊急メッセー
ジ～は、急遽決まりましたために、詳細がお知らせ
できませんでした。来月号においてメッセージの内
容を詳報させていただきます。ちなみに内容は、大
震災が印刷業界に及ぼす影響を探るもので、テーマ
は以下のごとく。「紙業界の現状と将来予測」（洋
紙同業会）、「インキ業界の現状と将来予測」（東
洋インキ）、「今後１年、２年間のリスク・危機予
想」（松岡祐司愛印工組教育委員長）、「今、行わ
なければならない、経営管理、収益予測と対応策に
ついてのメッセージ」（髙井昭弘理事長）。
　⑷ 平成23年度 鉛・有機溶剤取扱者健康診断(前期)
　日時：平成23年４月～９月まで。
　場所：受診申し込み各事業所へ検診車が訪問。
　委託先：①㈳オリエンタル労働衛生協会、②㈶名
古屋公衆医学研究所（今回から追加）。
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■愛印工組／平成23年度４月期理事会

印刷会館着工へ

第２回「ポスターグランプリ」開催
募集要項配布

４階建て、来年１月半ばに竣工

理事会のもよう



　愛知県印刷工業組合（髙井昭弘理事長）では、平成23
年度４月期理事会を４月18日午後３時30分より愛知県印
刷会館において開催しました。
　理事会では、平成23年度通常総代会（５月20日開催）
への提出資料（平成23年度事業計画及び収支予算案）の
審議を行うとともに、｢新入社員研修｣、｢第２回ポスター
グランプリ｣、｢緊急メッセージ：大震災後の印刷経営危
機対策｣、｢従業員・家族合同レクリエーション大会｣など
の開催、そして、｢印刷会館建設｣などについて審議、報
告が行なわれました。

　４月理事会の司会は、加藤修専務理事が努め、冒
頭、髙井理事長が次のように挨拶しました。
　「大変な震災が起きました。皆さんいかがでしょ
うか、大なり小なり影響を受けられているのではな
いかと思っております。実は先日、宮城県印刷工業
組合の今野理事長からメールをいただきました。そ
こには大変な状況が綴られていました。その一端
を紹介してみますと、『震災で本社はめちゃくちゃ
で、崩れた事務所の中で、うずもれて仕事をしてい
る、という状況です。これを片付けるのにも数日か
かるだろう。工場は、機械が20センチから30センチ
ずれ、オフ輪の巻取りなどが壁をぶち破り飛び出し
てしまった。散々です』とのことです。そうした状
態の中で、『約20日かかって電気が元通りなり、機
械も修復され、さあ今から仕事というときに、再度、
深度６強の地震が起きた。また機械がずれ、これを
修復するのに１週間ほどかかるだろう。大変だ、参
りました』というお話でした。今野理事長の娘さん
のレポートも紹介しますと、『まるで戦争の空襲の
後のような気がします』と、悲痛な叫びがあります。
名古屋にいて何もできませんが、早く立ち直られる
ことを祈るばかりです。
　現在、全印工連を中心にして、いろんな対策を
取っております。義援金の問題もその一つです。全
印工連がこの義援金をまとめて、被害県工組へお送

りするという方法を取っております。ただ、この義
援金をどのように分けるか、被害状況が完全に把握
されていないものですから、とりあえず賦課金の割
合に合わせて、募金が集まるであろう金額の20％を
まず渡そうということで決めております。
　それに今一つ、福島の原発の問題があります。電
力事情がどうなるかということが大きな問題になっ
てきました。経済産業省から日印産連に電力の総量
規制をしてくれという申し入れがきております。し
かし、各組合の理事長さんの話では、それはとてもで
きない、とのことをいっていますが、全印工連として
は何らかの形で自主規制を打ち出していかなければ
ならない、ということで会議を続けている状況です。
　震災から１ヶ月がたち、これからどうなるのだと
いうことです。電力が十分に供給されないとなりま
すと、その中で、楽しい生活、豊かな生活をどうす
るか、あるいは、生産性のアップ、競争力の強い日
本の製造業を維持していくにはどうするか、いろい
ろと頭を使います。しかし、頭を使うことで、さら
に高い技術力を養っていく可能性があります。大変
厳しいですが、『頑張れ日本』の言葉のごとく、何
らかの工夫をしなければなりません。我々の会社の
経営についても、同じことが言えると思います。売
上対経常利益率５％を維持し利益を上げていくため
にも、考え方を切り替え、工夫をしていくことが、
今後ますます重要になるのではないでしょうか」。
　この後、髙井理事長を議長に審議に入りました。
　
　■議事

　第１号議案：組合員の加入・脱退の件
　平成23年３月31日付で、加入０社、脱退11社。組
合員数は、加入累計５社、脱退累計26社、組合員総
数278社。平成23年度期首組合員数。
　第２号議案：平成23年度通常総代会提出資料の件

　平成23年度通常総代会提出資料が報告されました。
その項目は以下のごとくです。
　⑴ 総代会資料目次
　⑵ 平成22年度事業報告
　⑶ 平成22年度決算関係書類
　⑷ 平成23年度事業計画案
　⑸ 平成23年度収支予算案
　⑹ 経費の賦課金及び徴収方法決定の件
　⑺ 平成23年度常勤役員報酬額承認の件
　報告終了後、髙井理事長が発言し、「今年度の方
針として、スローガンは、『組合員のため、印刷業
界のために我々はお役に立つ』ということを考えて
おります。そして方針としては、健康な印刷産業に
するために、売上対経常利益率５％を目指す、ため
に、経営力の向上、人材育成、企業存続に対する相
談支援、マーケティング教育支援、組合財政の基盤
強化、こうしたことに今年度力を入れていきたいと
思っております」と述べました。
　第３号議案：今後の行事予定
　⑴ 平成23年度通常総代会
　日時：平成23年５月20日㈮、午後２時から三役会、
理事会、総代会、懇親会を開催。場所：名古屋観光ホテル。
　⑵ 新入社員研修
　岡田副理事長が説明に立ち、「新入社員研修は４
月４日より既に開催しています。現在までに新入社
員基礎研修、印刷基礎講座、コミュニケーションス
キルアップセミナーが済みました。担当講師から
『大変スムーズに行え、効果があった』と礼状が届
いております。９月までの長丁場で、まだ余裕のあ
る講座がいくつかあります。新入社員という枠にと
らわれず、ぜひ参加いただきたい。会社あるいは支
部で募集をかけていただければと思います」と、協
力を呼びかけました。また、髙井理事長も、「いい

講座を、格安で新入社員に受けてもらっております
が、新入社員だけではもったいないということで、
新入社員以外の方の参加も歓迎しております。せっ
かくですので、再度勧誘をしていただければと思い
ます」と述べました。
　⑵ 第２回ポスターグランプリ
　細井副理事長が説明にあたり、「第２回のポス
ターグランプリを開催します。今回は、愛知県、岐
阜県、三重県３県の合同で行います。募集案内は各
学校に配送済みです。作品展は、昨年の場所と変わ
り、愛知県美術館ギャラリーで行います。大勢の方
の参加を期待しておりますので、該当者がありまし
たらぜひお勧めください」と、呼びかけました。
　⑶ 大震災後の印刷経営危機対策　～愛印工組・緊
急メッセージ～
　日時：4月27日㈬　19時～20時40分。
　会場：ウインクあいち。
（編集部より／表題の～愛印工組・緊急メッセー
ジ～は、急遽決まりましたために、詳細がお知らせ
できませんでした。来月号においてメッセージの内
容を詳報させていただきます。ちなみに内容は、大
震災が印刷業界に及ぼす影響を探るもので、テーマ
は以下のごとく。「紙業界の現状と将来予測」（洋
紙同業会）、「インキ業界の現状と将来予測」（東
洋インキ）、「今後１年、２年間のリスク・危機予
想」（松岡祐司愛印工組教育委員長）、「今、行わ
なければならない、経営管理、収益予測と対応策に
ついてのメッセージ」（髙井昭弘理事長）。
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　日時：平成23年４月～９月まで。
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■愛印工組／平成23年度４月期理事会

印刷会館着工へ

第２回「ポスターグランプリ」開催
募集要項配布

４階建て、来年１月半ばに竣工

理事会のもよう



　※①②のいずれかの機関を各事業所で自由選択し
受診を申し込む。
　⑸ 中部地区印刷協議会上期会議
　日時：平成23年６月17日㈮～18日㈯。
　場所：岐阜県。
　※詳細は調整中。
　⑹ 平成23年度技能検定
〈実技試験〉
　日時：平成23年７月９日㈯、10日㈰、23日㈯、24
日㈰。場所：㈱桜井グラフィックシステムズ岐阜工
場（岐阜県美濃市）。受験者数：１級14名／10社、
２級18名／14社（定員32名）。
〈学科試験〉
　日時：平成23年８月28日㈰。場所：未定。受験者
数：１級13名／７社、２級12名／９社。
　⑺ 技能検定学科試験対策学習会
　日時：平成23年８月27日㈯　13時30分～16時30分。
　場所：ウインクあいち
　講師：１級クラス　古田正宏氏（１級技能士・㈱

■「ものづくり中小企業生産管理支援事業」
　愛知県産業労働部地域産業課では、職場改善推進
マニュアル「ものづくり」は「ひとづくり」の小冊
子を刊行。愛知県では、生産管理手法を導入し、も
のづくり力の向上を目指す中小企業を支援するため、
「ものづくり中小企業生産管理支援事業」を実施し
ている。その一環として、このたび、生産管理手法
を中小企業で実践できるよう職場改善マニュアルを
作成した。また、本事業では、中小企業に生産管理
手法の指導員を派遣し、導入支援を実施しており、
４月より新規支援企業の募集を始めている。
　なお、本マニュアルは下記ホームページからダウ
ンロードできる
　http://www.pref.aichi.jp/0000039289.html
　地域産業化経営支援グループTEL052-954-6341

近藤印刷工場長）、２級クラス　成田祐司氏（１級
技能士）
　参加費：未定
　定員：各クラス40名（受験者以外の参加も受け付
けます）。
　⑻ 従業員・家族合同レクリエーション大会
　日時：平成23年９月10日㈯。
　場所：長浜・竜王ブドウ狩。
　第４号議案：報告事項
　第５号議案：その他
　⑴ 愛知県印刷会館建設の件
　印刷会館建設に関して、白井愛知県印刷協同組合
理事長が、「新築します印刷会館の建物は４階建て。
今月中に再度建設委員会を開催し、建設会社４社と
最終的な交渉を行い、来年１月半ばに竣工予定をし
ています」と報告。
　これに関連して、髙井理事長が「建設に対して大
震災というアゲインストの風が吹きまして、見積額
がアップしてしまうとか、資材が不足してしまうと
か、いろいろ話がでている中で、建設業者は、なる
べく早く行ったほうがいいという話をしております。
遅くなればなるほど、問題が起きてきますというこ
とですので、急いで進めさせていただいているのが
現状です。工業組合は５月22日に引越しをします。
引越し先は、愛知県製本工業組合が所有しています
製本会館の５階を借ります。健康保険組合、厚生年
金基金は印刷会館の裏手にあります建物に引越しし
ます」との報告がありました。
　⑵ 東北地方太平洋沖地震災害義援金の件
　４月15日現在の申し込み数は、582口／89社。
　⑶ 理事会など会議開催日程
　最後に、５月20日に開催される通常総代会へ、多
数の参加が要請され、理事会は終了しました。（な
お、議案審議はすべて承認されました）。

　全日本印刷工業組合連合会では、企業の環境対策が重
要視される中、日本電気（NEC） とコンサルティング会
社トーマツイノベーションの協力のもと、インターネッ
トを利用した簡単・短期・低価格のISO14001 取得・管
理支援に取り組んでいる。本年４月よりシステムをリ
ニューアルし料金を全面改訂している。
　全印工連では、ISO14001認証取得の方法の一つとして、
インターネット利用による効率的なISO14001取得・維
持管理の検討を薦めている。また、ISO9001取得企業が
ISO14001認証を取得する場合、「複合審査」による審査
負担の軽減の相談も受けている。
　【ISO14001ネット利用のメリット】
　⑴コスト削減＝ネット利用では、ISO文書・帳票を作
成するためのマニュアルが装備されているため、コンサ
ルタントを利用せずにISO文書を作成することができる。
そのため、高額なコンサルタント費用がかからない。さ
らに、登録審査、定期審査、更新審査もネット審査や全印
工連団体審査により、審査関連費用の負担も軽減される。
　⑵ISO担当者の負担軽減＝全印工連監修のもと、中小
印刷会社のISO文書・帳票類の「雛形」を装備している
ため、調査・文書作成などの時間や労力を軽減。３ヶ月
ごとに法改正情報メールが配信されるので、環境関係法
令、施行、改正の調査にかかる時間や労力を軽減できる。
　⑶ISO14001審査の負担軽減＝ネット利用では、年１回、
全印工連もISO審査委託機関である財団法人日本品質保
証機構（JQA）による団体審査を受けており、審査委員
による改善指導を通じて、予めISO14001審査の共通部分
を全印工連が対応しているため、審査対応・準備の負担

が軽減される。しかも、登録審査だけでなく、定期審査、
更新審査も一部ネットで審査するため、審査対応の負担
も軽減される。
　⑷その他のメリット＝①難しいISO規格用語を使って
いない。「環境側面」は「重点環境項目」、「環境マネ
ジメントプログラム」は「実行計画」と現場の従業員に
マッチするよう書き換えてある。分厚い環境六法はいら
ない。②文書作成に時間をかける必要はない。「ISOは文
書は少なく、取得はやさしく、実行が重要」を実践。③
キングサイズバインダー何冊もの面倒な文書管理に悩む
必要がない。ネット上で管理するため、文書の版管理が
一元化できる。④ネットで取り組む前に短期間の研修を
用意。初めての方でも安心して利用ができる．また、ｅ
ラーニングで環境教育にも利用ができる。
　※ネットを利用したISO14001取得・管理に関する資料
請求は、全日本印刷工業組合連合会
　TEL03-3552-4571 、http://www.aj-pia.or.jp/まで。
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参加企業募集の案内
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　2011年３月11午後２時46分、三陸沖を震源とするマグ

ニチュード9.0という、国内観測史上最大となる巨大地

震、東北地方太平洋沖地震が発生しました。当社（㈱光

文堂／本社：名古屋市）は、東北支店（仙台市）、青森

営業所（青森市）、山形営業所（山形市）、千葉営業所

（千葉市）に拠点があり、地震発生直後からこれらの拠

点との連絡を取っていたのですが、なかなかできない状

況でした。安否を気遣いましたが、夕方までには各拠点

との連絡ができ、社員の無事を確認することができまし

た。ところが、東北支店は翌日から連絡が取れなくなり、

土曜、日曜はテレビのニュースでの情報しか入らない状

態が続きました。

　３月14日㈪になり、心配していました東北支店よりよ

うやく連絡が入り、幸いにも“支店の建物や社員の家族

などは無事”との報告を得ることができ、ひと安心しま

した。しかし、被災状況の報告から筆舌しがたい現状に

あることがわかりました。

　14日、直ちに本社に災害対策本部（災害対策本部長：

讃岐秀昭社長）を設置。情報収集の状況を検討し対応策

を協議。東北支店には、現地災害対策部（現地災害対策

部長：早坂博東北支店長）を設置。東北支店が特にひど

い状況であり、山形営業所より、水や食料等の救援物資

を５時間ほどかけて届けるなど、東北支店の再稼働をめ

ざしました。

　現地では、食料・水等は全く手に入らない状況。東北

支店内はもちろん社員の自宅もひどい状況でありながら、

お客様の情報を集めるため、沿岸部から客先を回り始め、

自動車のガソリンがなくなると、自転車や徒歩で、今何

が必要かを調査しました。この状況は、現地災害対策部

長より災害対策本部に逐一報告が挙げられました。

　15日㈫には、災害対策本部にて、東北支店への救援

物資を本社より送るため、救援物資の購入にあたりまし

たが、土曜、日曜に買いだめされた状況で、ほとんど在

庫がなく、揃えることができませんでした。しかし、現

地での苦労を何とかしなければならない気持ちがつのり、

コンビニを数10軒と周ってなんとか工面することができ

ました。

　また、情報が寄せられれば寄せられるほど、その状況

のひどさがわかり、すぐに技術者の派遣を決定しました。

ただ、現地でのベース基地が作れない状況で、宿泊施設、

食料など現地に迷惑がかかる可能性があるような行動は

できない、というジレンマはありました。しかし、現地

からの要請は、支店、営業所を立ち上げるためには、何

が何でも物資が必要とのことでした。その要請に応える

ため、16日㈬にはトラックをチャーター、食料や備品、

修理部品など、支店が稼働できる状態をめざして、とり

あえず第1陣を出荷しました。

　その状況の甚大さから、16日に義援金などを出すこと

を決定し、東北地区印刷協議会（今野敦之代表）を窓口

に義援金百万円を託しました。組合に入っていない被災

した会社もありますので、加入、未加入は関係なく分配

をお願いしました。

　17日㈭の午後に支援物資を載せたチャータートラック

が東北支店に到着、なんとかベース基地作りを開始。

　18日㈮には、技術者の受け入れができる状態まで準備

できました。そして、18日に技術者3名が支援へ出発し、

20日㈰から29日㈫まで、10日間にわたって技術支援を行

いました。

　下記、技術者の活動状況の記録になります。

　技術支援として、仙台への支援命令を受け、現地にお

いて、衣食住に関して迷惑がかからない状態にとのこと

で、名古屋で食料や着替えなど物資を調達。

　18日に出発し、新潟から山形を経由して仙台に入りま

した。ガソリンなどがないとのことでしたので、新潟に

てガソリンを満タンにしました。

　東北支店に行くまでに道路などはひどい有様であり、

なんとかたどり着いたときには19日の夜中になっていま

した。宿は、事前に手配できたカプセルホテル。期限は

10日間しか宿泊ができないとのことでした。短い期間で

何ができるのか、どのような状況なのか、不安でいっぱ

いの中、20日の朝から東北支店へ向かいました。

　東北支店の社員らは元気で、支援に駆けつけたことに

大変感謝してくれました。すでに、現地技術者が17日より

機器修理のために客先を回り印刷機、断裁機などの位置

ずれの修正、水平レベル調整を行っておりました。３日

間で３軒ほどしか回れない状況でした。ある程度、事前

に東北支店社員がお客様を回り、被害状況を把握してく

れていましたので、一日に回る客先も決まっていました。

　最初に目に入ってきた光景は、あの重たい印刷機がず

れて、移動している現場でした。この状況は、ありとあ

らゆる機器がずれて、倒れて、崩れているという現状が

そこにありました。また、水没した工場では機器が水に

浸かっていました。目を覆いたくなるような光景があり

ましたが、なんとか早く復旧させたいとの想いから必死

でした。まわりで愚痴をいう者はいません。無我夢中で

作業を続けても終わらない状況でした。

　客先を回り、なんとか一日の作業を終えると、食料が

手に入りませんから、持参したカップラーメンをすするし

かありません。後半には、菓子パンが恋しくなりました。

　技術者３名で10日間、１軒～６軒程の会社を回り、約

50社のお客様を巡回させていただきました。

　29日には本社技術員は一旦名古屋へ帰社することにな

ります。それは、10日間以上の宿泊を断られたのと、物

資がない状況では現地に迷惑がかかるとの判断からです。

　東北支店、技術者は現在も皆様のためにがんばってお

ります。

　４月より、福島県の印刷会社様への情報収集を行い、

なんとか支援をしたい、と、災害対策本部で検討をしま

した。ただ、原発の問題もあり、避難エリア外での対応

を開始しております。

　追伸
　４月７日夜、余震としては最大の震度６強の地震に襲

われました。８日には、現地災害対策部により被害状況

の調査を開始。今回は、本部との連絡もとれ早い対応が

とれました。10日には、本社技術者２名が仙台へ出発し、

11日からサービスを開始しています。

　予測できない状況が続いていますが、現地と本部との

対応を密にし、少しでも被災現場での復旧のお手伝いが

できればと思っております。

－ 10 － － 11 －

岩手県山田町 仙台新港 岩手県の印刷会社 仙台市内印刷会社

あまりにもひどい状況に足がすくむ
早く普及させたい想いから無我夢中で作業
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　2011年３月11午後２時46分、三陸沖を震源とするマグ

ニチュード9.0という、国内観測史上最大となる巨大地

震、東北地方太平洋沖地震が発生しました。当社（㈱光
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らゆる機器がずれて、倒れて、崩れているという現状が

そこにありました。また、水没した工場では機器が水に

浸かっていました。目を覆いたくなるような光景があり

ましたが、なんとか早く復旧させたいとの想いから必死

でした。まわりで愚痴をいう者はいません。無我夢中で

作業を続けても終わらない状況でした。

　客先を回り、なんとか一日の作業を終えると、食料が

手に入りませんから、持参したカップラーメンをすするし

かありません。後半には、菓子パンが恋しくなりました。

　技術者３名で10日間、１軒～６軒程の会社を回り、約

50社のお客様を巡回させていただきました。

　29日には本社技術員は一旦名古屋へ帰社することにな

ります。それは、10日間以上の宿泊を断られたのと、物

資がない状況では現地に迷惑がかかるとの判断からです。

　東北支店、技術者は現在も皆様のためにがんばってお

ります。

　４月より、福島県の印刷会社様への情報収集を行い、

なんとか支援をしたい、と、災害対策本部で検討をしま

した。ただ、原発の問題もあり、避難エリア外での対応

を開始しております。

　追伸
　４月７日夜、余震としては最大の震度６強の地震に襲

われました。８日には、現地災害対策部により被害状況

の調査を開始。今回は、本部との連絡もとれ早い対応が

とれました。10日には、本社技術者２名が仙台へ出発し、

11日からサービスを開始しています。

　予測できない状況が続いていますが、現地と本部との

対応を密にし、少しでも被災現場での復旧のお手伝いが

できればと思っております。
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　厚生労働省では、毎年５月に「家内労働旬間」を設け、
家内労働者の労働条件の向上と生活の安定を図るため、
家内労働手帳交付の徹底、工賃支払いの確保、最低工賃
の決定およびその周知、労働衛生の確保など、家内労働
法に基づく諸施策を推進しています。
　家内労働は、今日もなお我が国経済活動の一端を担い、
衣服、電気機械器具、織物、雑貨などの製造加工の業務
に、全国で約14万人（愛知県では約1万2,000人）の家内
労働者やその同居の親族が従事しています。
　しかし、製造業者などから家内労働者に至る発注経路
が複雑であることから、家内労働を行う作業場所が家内
労働者の自宅などに分散していることなどにより、委託
者や家内労働者に対し、家内労働法の趣旨・内容が十分
浸透しにくい状況にあるため、現在もなお、その労働条
件の改善は遅れがちになっています。
　このため、愛知労働局では、家内労働法の周知徹底と
遵法意識の高揚を図ることにより、家内労働者の労働条
件の向上と生活の安定を一層促進させるため、家内労働
法が制定された５月に「家内労働旬間」を実施しています。
　【目標】
　①委託状況届の提出の徹底、②家内労働手帳の交付の
徹底による委託条件の明確化、③最低工賃又は適正な工
賃の支払いの確保、④「インチキ内職」による被害の防
止。
　【期間】
　５月21日㈯より５月31日㈫
　【主唱】
　愛知労働局

　【実施要項】
　⑴愛知労働局が行う事項
　①委託者団体への巡回指導、②委託者、家内労働者な
どに対する各種資料の配布、③関係機関を通じての広報、
④最低工賃の周知、⑤家内労働者健康相談事業の周知、
⑥家内労働安全衛生指導員連絡会議の開催（旬間実施前
に開催予定）、⑦「インチキ内職」による被害の防止の
ための広報。
　⑵委託者が行う事項
　①家内労働法の尊守状況の点検（委託状況届の提出、
家内労働手帳の交付と記入、家内労働における災害の防
止のために必要な措置の実施、最低工賃の遵守、その他
家内労働法の尊守）、②家内労働における災害の防止と
家内労働者の健康管理のための指導援助、③労災保険特
別加入の促進のための指導援助（加入対象作業を委託し
ている場合）、
　⑶家内内労働者が行う事項
　①家内労働手帳の受領と記入事項の確認、②家内労働
者における災害防止措置と健康管理の実施、③労災保険
への特別加入（可能対象作業に従事している場合）。

　
■「インチキ内職」について

　誰にでもできる簡単な仕事で、高収入が得られるとい
う上手い話は普通ありえません。「インチキ内職」の被
害にあわないように注意を促しています。
　インチキ内職で問題となった事例として、次のケース
を上げています。
　①内職講習会と称して多額の受講料などをとるが、で
きた製品については種々の条件をつけて買い叩いたり、
買い上げを拒否したりする。②相当の工賃収入が得られ
ると宣伝し、高額な機械を市価よりも高く売りつけるが、
殆ど仕事を回してもらえず、思うように収入が得られな
い。③解約時に、返還するとして徴収した契約料などを
返還しない。
　このようなインチキ内職の被害にあわないためには、
内職を希望する側の注意が肝心となります。
　問合せ先／愛知労働局賃金課家内労働係（TEL052-
972-0258）まで。　

　㈳日本印刷産業連合会では、作品の公募・公開を通じ
て業界のイメージアップと印刷産業の認識・理解の促進、
また、最優秀作品ポスターを会員団体、賛助会員企業な
どに配布することで、「９月印刷の月」「2011年印刷文
化典記念式典・懇親会」をPR。「変わる印刷産業」とい
うメッセージの発信を行う。
　■募集内容
　【応募対象者】
　一般部門：クリエーター、デザイナー、印刷関係者、
企画制作者など、プロ・アマを問わない。
　学生部門：グラフィック・デザインに関連する大学、
美術学校学生、専門校生徒。
　【募集期間】
　７月５日㈫到着分まで。
　【ポスターのサイズ、色数、用紙、インキ】
　規格：A2サイズ、使用色数：プロセスインキ４色以内、
用紙：コート紙を使用。
　【ポスターの必須文字】
　「2011年９月印刷の月　期間９月１日㈭～９月30日
㈮」「2011年印刷文化典記念式典・懇親会９月20日㈫」
　キャッチフレーズ「Printomorrow～明日のいいこと、
印刷から～」
　【提出方法】
　インクジェット、カラープリントなどデジタル対応プ
ルーフ１枚。別紙に、郵便番号、住所、氏名、電話番号、
会社名（学校名・学部）を明記し同封。
　【応募費用】
　無料。
　【入賞賞金】

　最優秀賞／20万円　１点、優秀賞〈一般部門〉４万円
　３点、〈学生部門〉２万円 ３点、佳作〈一般部門〉２
万円　４点、〈学生部門〉１万円　４点。
　【付随事項】
　入賞作品の著作権は日印産連。作品は自作未発表に限
定。最優秀賞作品をA1 サイズのポスターとして配布。入
賞作品は、各種展示会場で展示を依頼。
　【提出先および応募に関する問合せ先】
　㈳日本印刷産業連合会PRポスターデザイン募集係　
TEL 03（3553）6051 FAX03（3553）6079
Eメール　info＠jfpi.or.jp

－ 12 － － 13 －

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 「平成23年度 通常総代会」
ところ 名古屋観光ホテル ２階「曙の間」
三役会14:00～ 理事会15:00～ 総代会16:00～ 懇親会18:00～
事業・行事 新入社員研修会
※ホームページ参照
事業・行事 ＪＡＧＡＴ名古屋セミナー（後援：愛知県
 印刷工業組合）「印刷会社の品質
 管理と事故防止・改善事例」「目指せ！
 クロスメディアエキスパート」
ところ 名古屋・金山プラザホテル
講師：吉川　昭二氏
　　　㈱サンエー印刷取締役／JAGAT専任講師
参加費：10,000円（JAGAT会員・愛知県印刷工業組合 組合)
　　　12,000円　一般
事業・行事 印刷機予防保全セミナー「印刷現場の予防
 保全～その事例と改善のポイント」「印刷現
 場の危機管理～地震・水害対策」
ところ ウインクあいち　901号室
講師　川名　茂樹氏
　　　小森コーポレーション専任課長（ＫＰＭ推進担当）
参加費　無料（愛知県印刷工業組合 組合員）

5月20日㈮

4月4日㈪～
9月8日㈭（順次）

6月7日㈫
16:00～
　　18:00

6月25日㈯
9:30～
　　11:00

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 名古屋而立会
 明日のために～強い会社をつくる～
ところ ウインクあいち　902号室
講師：網野 知博氏 アクセンチア戦略グループマネジャー
定員：100名
参加費：1,000円（当日受付で申し受けます）
事業・行事 中部地区印刷協議会 23年度上期会議
ところ 岐阜グランドホテル
詳細調整中

5月18日㈬
18:00～
　　20:20

6月17日㈮
  ～18日㈯

家内労働旬間
５月21日㈯～５月31日㈫

家内労働者の労働条件の向上と
生活安定のために

■㈳日本印刷産業連合会

PRポスターデザイン」公募

「９月印刷の月『2011年印刷文化典』



　厚生労働省では、毎年５月に「家内労働旬間」を設け、
家内労働者の労働条件の向上と生活の安定を図るため、
家内労働手帳交付の徹底、工賃支払いの確保、最低工賃
の決定およびその周知、労働衛生の確保など、家内労働
法に基づく諸施策を推進しています。
　家内労働は、今日もなお我が国経済活動の一端を担い、
衣服、電気機械器具、織物、雑貨などの製造加工の業務
に、全国で約14万人（愛知県では約1万2,000人）の家内
労働者やその同居の親族が従事しています。
　しかし、製造業者などから家内労働者に至る発注経路
が複雑であることから、家内労働を行う作業場所が家内
労働者の自宅などに分散していることなどにより、委託
者や家内労働者に対し、家内労働法の趣旨・内容が十分
浸透しにくい状況にあるため、現在もなお、その労働条
件の改善は遅れがちになっています。
　このため、愛知労働局では、家内労働法の周知徹底と
遵法意識の高揚を図ることにより、家内労働者の労働条
件の向上と生活の安定を一層促進させるため、家内労働
法が制定された５月に「家内労働旬間」を実施しています。
　【目標】
　①委託状況届の提出の徹底、②家内労働手帳の交付の
徹底による委託条件の明確化、③最低工賃又は適正な工
賃の支払いの確保、④「インチキ内職」による被害の防
止。
　【期間】
　５月21日㈯より５月31日㈫
　【主唱】
　愛知労働局

　【実施要項】
　⑴愛知労働局が行う事項
　①委託者団体への巡回指導、②委託者、家内労働者な
どに対する各種資料の配布、③関係機関を通じての広報、
④最低工賃の周知、⑤家内労働者健康相談事業の周知、
⑥家内労働安全衛生指導員連絡会議の開催（旬間実施前
に開催予定）、⑦「インチキ内職」による被害の防止の
ための広報。
　⑵委託者が行う事項
　①家内労働法の尊守状況の点検（委託状況届の提出、
家内労働手帳の交付と記入、家内労働における災害の防
止のために必要な措置の実施、最低工賃の遵守、その他
家内労働法の尊守）、②家内労働における災害の防止と
家内労働者の健康管理のための指導援助、③労災保険特
別加入の促進のための指導援助（加入対象作業を委託し
ている場合）、
　⑶家内内労働者が行う事項
　①家内労働手帳の受領と記入事項の確認、②家内労働
者における災害防止措置と健康管理の実施、③労災保険
への特別加入（可能対象作業に従事している場合）。

　
■「インチキ内職」について

　誰にでもできる簡単な仕事で、高収入が得られるとい
う上手い話は普通ありえません。「インチキ内職」の被
害にあわないように注意を促しています。
　インチキ内職で問題となった事例として、次のケース
を上げています。
　①内職講習会と称して多額の受講料などをとるが、で
きた製品については種々の条件をつけて買い叩いたり、
買い上げを拒否したりする。②相当の工賃収入が得られ
ると宣伝し、高額な機械を市価よりも高く売りつけるが、
殆ど仕事を回してもらえず、思うように収入が得られな
い。③解約時に、返還するとして徴収した契約料などを
返還しない。
　このようなインチキ内職の被害にあわないためには、
内職を希望する側の注意が肝心となります。
　問合せ先／愛知労働局賃金課家内労働係（TEL052-
972-0258）まで。　

　㈳日本印刷産業連合会では、作品の公募・公開を通じ
て業界のイメージアップと印刷産業の認識・理解の促進、
また、最優秀作品ポスターを会員団体、賛助会員企業な
どに配布することで、「９月印刷の月」「2011年印刷文
化典記念式典・懇親会」をPR。「変わる印刷産業」とい
うメッセージの発信を行う。
　■募集内容
　【応募対象者】
　一般部門：クリエーター、デザイナー、印刷関係者、
企画制作者など、プロ・アマを問わない。
　学生部門：グラフィック・デザインに関連する大学、
美術学校学生、専門校生徒。
　【募集期間】
　７月５日㈫到着分まで。
　【ポスターのサイズ、色数、用紙、インキ】
　規格：A2サイズ、使用色数：プロセスインキ４色以内、
用紙：コート紙を使用。
　【ポスターの必須文字】
　「2011年９月印刷の月　期間９月１日㈭～９月30日
㈮」「2011年印刷文化典記念式典・懇親会９月20日㈫」
　キャッチフレーズ「Printomorrow～明日のいいこと、
印刷から～」
　【提出方法】
　インクジェット、カラープリントなどデジタル対応プ
ルーフ１枚。別紙に、郵便番号、住所、氏名、電話番号、
会社名（学校名・学部）を明記し同封。
　【応募費用】
　無料。
　【入賞賞金】

　最優秀賞／20万円　１点、優秀賞〈一般部門〉４万円
　３点、〈学生部門〉２万円 ３点、佳作〈一般部門〉２
万円　４点、〈学生部門〉１万円　４点。
　【付随事項】
　入賞作品の著作権は日印産連。作品は自作未発表に限
定。最優秀賞作品をA1 サイズのポスターとして配布。入
賞作品は、各種展示会場で展示を依頼。
　【提出先および応募に関する問合せ先】
　㈳日本印刷産業連合会PRポスターデザイン募集係　
TEL 03（3553）6051 FAX03（3553）6079
Eメール　info＠jfpi.or.jp

－ 12 － － 13 －

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 「平成23年度 通常総代会」
ところ 名古屋観光ホテル ２階「曙の間」
三役会14:00～ 理事会15:00～ 総代会16:00～ 懇親会18:00～
事業・行事 新入社員研修会
※ホームページ参照
事業・行事 ＪＡＧＡＴ名古屋セミナー（後援：愛知県
 印刷工業組合）「印刷会社の品質
 管理と事故防止・改善事例」「目指せ！
 クロスメディアエキスパート」
ところ 名古屋・金山プラザホテル
講師：吉川　昭二氏
　　　㈱サンエー印刷取締役／JAGAT専任講師
参加費：10,000円（JAGAT会員・愛知県印刷工業組合 組合)
　　　12,000円　一般
事業・行事 印刷機予防保全セミナー「印刷現場の予防
 保全～その事例と改善のポイント」「印刷現
 場の危機管理～地震・水害対策」
ところ ウインクあいち　901号室
講師　川名　茂樹氏
　　　小森コーポレーション専任課長（ＫＰＭ推進担当）
参加費　無料（愛知県印刷工業組合 組合員）

5月20日㈮

4月4日㈪～
9月8日㈭（順次）

6月7日㈫
16:00～
　　18:00

6月25日㈯
9:30～
　　11:00

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

事業・行事 名古屋而立会
 明日のために～強い会社をつくる～
ところ ウインクあいち　902号室
講師：網野 知博氏 アクセンチア戦略グループマネジャー
定員：100名
参加費：1,000円（当日受付で申し受けます）
事業・行事 中部地区印刷協議会 23年度上期会議
ところ 岐阜グランドホテル
詳細調整中

5月18日㈬
18:00～
　　20:20

6月17日㈮
  ～18日㈯

家内労働旬間
５月21日㈯～５月31日㈫

家内労働者の労働条件の向上と
生活安定のために

■㈳日本印刷産業連合会

PRポスターデザイン」公募

「９月印刷の月『2011年印刷文化典』
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■お知らせ

愛知県印刷会館建替え工事に
ともない事務所を移転します。

愛印工組

事務所移転

　愛知県印刷工業組合では、この度、印刷会館建替えのため、下記、
仮事務所に移転することになりましたので、お知らせいたします。

■移転期間：平成23年5月23日～平成24年1月（予定）
■仮移転先：〒名古屋市東区東桜2-9-22（愛知県製本会館５階）
■ＴＥＬ：052（508）5201
■ＦＡＸ：052（979）5366

　仮移転中は、大変ご不便をおかけ致しますが、ご了承賜りますよう
お願い申し上げます。
（なお、5月20日までは、現事務所で業務を行っておりますので、お間違いのないようお願い致します）

■印刷機材団体協議会
「IGAS2011　REPORT」発行
動画撮影・配信サービス実施
　国際グラフィックアーツショウ

「IGAS2011」が、９月16日㈮～21

日㈬まで、東京有明の東京ビッグサ

イトで開催される。主催する印刷機

材団体協議会では、開催までの情報

発信の一つとして、この程、小冊子

「IGAS2011 REPORT」を発行した。

　REPORTは、小森善治会長の開催

に向けての挨拶と統一テーマ「Print 

Your Fytyre！（印刷は環境と共に進

化する）」の説明が、日本語と英語

の併記で掲載されている。

　Newsとしては、製品・サービス

の説明をよりリアルに伝えるための

「動画撮影・配信サービス」の実施、

「デジタルパブリッシング・デジタ

ルサイネージ」に関する最新のサー

■新刊本紹介
「印刷現場における個人情報保護Q&A」
　㈳日本印刷産業連合会が制定した
「印刷産業における個人情報保護ガ
イドライン」の解説書として、「印
刷産業のための個人情報保護の手引
き」がある。また、印刷事業者が
適正な管理を全うできるようホーム
ページにおいて、具体的な課題の解
決施策を解説した「印刷現場におけ
る個人情報保護Ｑ&A」を公開し、好
評を得ている。この程、同連合会の
個人情報保護研究会から、「プライ
バシーマーク指定審査機関」事業を

通じて蓄積してきた豊富な経験を反
映させた、「印刷現場における個人
情報保護Q&A」第３版が発行された。
　本書は、全117問に及ぶQ&A形式
による解説および「ガイドライン」
「手引き」と一体となった編集のほ
か、経済産業省調査による各産業
界での「効率的効果的な取り組み事
例」の紹介などより分かり易く、利
用しやすい解説書となっている。
　体裁：A4判／本文102ページ、会員
価格：1,000円
　▼問合せ先は、日印産連総務部
TEL 03(3553)6051まで。

ビス・製品・技術を一同に紹介する

特別展示エリアの企画などが紹介さ

れている。また、巻末には出展者一

覧を掲載（１月31日現在）している。

さらに、ガイド欄には、紙の博物館

と東京スカイツリーが紹介され、東

京の観光ガイドの役目も担っている。

　このレポートは、これから５月、

７月、８月に発行を予定している。

　製品・サービスの説明をよりリア

ルに伝える「動画撮影・配信サービ

ス」は、①事前撮影コース、②プレ

ミアムコース、③エコノミーコース

の３つが用意されている。④展示会

会期前に撮影・編集、②および③は、

会期初日に出展ブースで撮影。

　▼詳細については、IGAS事務局

（TEL03-3434-2656）まで。

■今年の桜は綺麗だった、と率直に
喜べません。東北地方の大震災があ
まりにも甚大だからです。名古屋に
いて何も手助けができませんので、
わずかですが義援金という形で、復

興の支援をさせていただきました。
■印刷会館の建設にあわせ、組合事
務所も移転します。５月22日に引
越しをいたします。引越し先の住所、
電話は３ページに記載しております。
ご不便をおかけいたしますがしばら
くご容赦ください。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　東日本大震災により尊い生命を失われた方々
に謹んでご冥福お祈り申し上げますとともに、
被災された方に心からお見舞い申し上げます。
　二年ほど前に経営革新・環境委員会BCP（事
業継続計画)）のセミナーを寺子屋で開催しま
したが、参加企業は少なく反応もあまり無かっ
たと記憶しております。私自身、絵空事であり
他人事であったと思っています。
　本来、経営者はあらゆる経営環境を想定して
準備をしておくべきであると思います。ところ
が今回の大震災を経験して、それが、まったく
準備できていないことに気が付きました。以前
から東南海大地震が中部地方を襲うと予測され
ていたにもかかわらず、イメージが出来ていな
かったのです。
　早速、私共も会議の中で、震災による環境
予測とB.C.P.の再構築・再トライ、緊急対策手
順・連絡網の整備、他社との生産連携を一から
見直し構築をしていく予定です。内容は社屋の
耐震診断と補強、揺れによるロッカー・パソコ
ン等の固定、社内と工場に緊急地震速報機の設
置、社員と同居する家族全員の連絡先、昼夜の
各避難場所、それを元に社員とその家族に緊急
災害連絡カードの作製。データの遠隔地による

保管。発電機・テント・シュラフ・食料・飲料
水の備蓄、医療品、サバイバルブック等を二箇
所以上で保管する。
　マニュアルは、社員・家族の安否と出社可
能状況を確認するチーム、金融資金・回収面の
対策チーム、会社設備・機械を復旧するチーム、
お客様の被害状況を把握し状況説明と仕掛中と
直近の業務を遂行するチームの四つにグループ
分けして、各部門共に徒歩で通勤が可能な社員
を振分けておく。大事なのは、チームの中で最
初に会社へ到着した社員の中でリーダーを決め
て即座に作業を開始することができるシステム
を構築したいと思います。
　組合でも早速、４月27日に震災の緊急メッ
セージが開かれました。「大震災後の印刷経営
危機対策」中部地方でも85％の企業が震災の影
響を受けていると言われていますが、元々厳し
い環境の我々だが、用紙・インキ・消費マイン
ドの落ち込み・自粛等、更に厳しい現実が我々
を襲い厳しいサバイバルが、今後２～３年は続
くでしょう。
　物事は、準備をしすぎると肩透かしを食らう
ように、何事も起こらないことがあります。
　是非、それを祈りたい。

「想定外から想定内へ」

副理事長　細井　俊男

事務局だより

新刊本
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